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Ⅰ　基本情報

指定単位
施設数：１施設

複数施設を一括指定の場合、その理由：

業務の範囲

指定管理者評価シート

事業名 札幌コンサートホール運営管理費 所管課（電話番号）市民文化局文化部文化振興課（211-2261）

２　指定管理者

事業概要

目的

開設時期

１　施設の概要

平成９年７月 延床面積

札幌コンサートホール 所在地 中央区中島公園1番15号名称

ホールやリハーサル室等、施設の管理運営。　音楽芸術振興のための主催事業の実施。

20,746.14㎡

主要施設

音楽の鑑賞その他音楽に関する活動の場を提供すること及び音楽に関する事業を行うことによ
り、音楽芸術の振興及び音楽を通じた国際交流の推進を図ることを目的とする。

大ホール、小ホール、大リハーサル室、小リハーサル室A、小リハーサル室B

非公募

札幌コンサートホールは札幌市における文化芸術振興の中核となる施設の１つであり、音楽芸術
の振興及び音楽を通じた国際交流を図る多様な事業を引き続き実施していく等のためには、指定
管理者には専門的な知識や経験、幅広いネットワークが必要となる。また、管理運営にあたって
は長期的な視野に立った継続的な事業運営や人材育成、ノウハウの蓄積などを特に必要とする
ほか、施設における事業内容の企画立案等を本市と指定管理者とが一体となって行うことが必要
であることなどから、非公募とした。

３　評価単位

指定期間

複数施設を一括評価の場合、その理由：

名称

募集方法

施設維持管理業務、貸館業務(利用料金制度)、施設における事業の計画及び実施に関する業務

公益財団法人札幌市芸術文化財団

平成30年4月1日～令和5年3月31日

施設数：１施設
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Ⅱ　令和4年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

利用者や運営協
議会での意見をも
とに継続的に業務
改善を図り、関係
者間で情報共有
を行っているほ
か、有識者の助言
を事業に反映させ
るなど、市民サー
ビスや管理水準
の維持向上に努
めている。また、
貸館利用につい
ては、平等な施設
の利用機会を確
保するための運
営に努めている。
加えて、従来よ
り、継続して省エ
ネルギーのため
の取り組みを実践
しており、環境と
経費削減の両面
から効果を上げて
いる。
以上のとおり、本
市の要求水準を
満たす適正な運
営管理を行ってい
る。

　基本方針に基づき
ホールの管理運営
及び事業を展開す
るにあたって、施設
の設置目的を実現
するための行動指
針とすることができ
た。

▼　「札幌市の公の施設として、平等・公平な利用に向
けて運営を行う」という方針を策定し、条例・規則等に
基づく公正な利用申込機会の提供や、音楽専門家など
の学識経験者も含む貸館審査委員会による公平・公
正な審査を実施した。

▼　札幌市の音楽文化の振興、発展のために重要と
みなされ、市民の要望の強いアーティスト等の公演や、
長期間の準備期間が必要となる公演については、一
般利用に先立っての申請が可能な制度に従い、貸館
審査委員会に諮り対応した。

▼　新型コロナウイルス感染症拡大予防については、
業種別ガイドラインに則った対応を行い、HPやメール
等を活用して、情報をすばやく、平等に行き渡るように
手配した。

　ホームページで貸
室の空き状況を一
般公開し、随時、利
用者へ申込機会を
提供している。一斉
受付において希望
者が多数の場合に
は、公平な抽選を
実施するなど、平
等・公正な貸館運営
を行った。
　また、コロナ対策
についても随時、職
員や常駐業者と情
報共有を図り、全て
の施設利用者へ速
やかに情報が伝達
できるよう取り組む
ことができた。

▼　エネルギー管理標準（平成18年制定、令和３年改
訂）の規定に基づき、省エネルギーに取り組んでいる。
省エネルギー推進委員会を設け、定期的に省エネル
ギー推進活動の検討を行っている。
▼　北海道電力との需給契約電力(高圧)を1050KWか
ら1000KWに変更し使用電力の低減に努めた。
▼　設備委託業者の業務日誌などで使用量を日々確
認し、省エネルギー化の推進を行っている
▼　札幌市環境マネジメントシステムに則り、各種報告
を行った。

　日常的に使用状
況を確認し、実施可
能な省エネルギー
化を進め、電気・ガ
ス使用量の削減を
図った。

1　業務の要求水準達成度

（１）統括管理
業務

▽　管理運営に係る基本方針の策定

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

　音楽文化の創造・形成という理念のもと、次の６つの
基本方針を策定している。
①「質の高い音楽を鑑賞できる機会の提供」
②「次世代の演奏家や新たな聴衆の開拓に努め、誰も
が音楽を楽しめる開かれたホールへ」
③「子どもたちが音楽と出会い、感性を育む機会の充
実」
④「音楽文化の拠点として地域貢献できるホールの運
営」
⑤「安心、安全で快適な環境の提供」
⑥「運営の透明性と利用者の声の反映」

項　目 実施状況
指定管理者
の自己評価

所管局の評価
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▼　コンサートホール事業部長（支配人）を施設の統括
責任者として配置している。また効率的な運営を行うた
め、責任体制の明確化を図るとともに、事業の特性を
考慮した職員配置を実施している。

▼　財団内LANによるグループウェアソフトを活用し、
事業部内、さらに財団全体で情報を共有している。ま
た、財団共用の予算執行、決算管理等経理システムに
より、経理事務を効率化し迅速な処理を行っている。
　コンサートホール単独のグループウェアソフトも併せ
て活用し、職員のほか委託業務スタッフ（清掃、警備、
設備、舞台、レセプショニスト）にも公演やホール内施
設の詳細な情報について連絡事項の共有を図ってい
る。接客の際に必要な細やかな情報が共有できるよう
にグループウェアソフトの様式の更新を行っている。
　また、施設予約システムにより、施設予約の際にス
ピーディに対応し、かつ利用料金が分かりやすい帳票
を提供する等、利用者の利便性の向上に努めた。

　事業部及び財団
全体で情報を共
有。業務の円滑化
に努め、事業部間
の連絡においても
効率化を図ることが
できた。特に、新型
コロナウイルスに対
する対応について
は状況に応じて迅
速に情報を共有し、
適切な感染拡大防
止策を講じることが
できた。

　適切な職員配置
を心がけることで、
仕事の効率化を図
るとともに、コロナ
禍の中でも魅力あ
る主催事業を企画
し、質の高い音楽鑑
賞の機会を提供で
きた。

▼　人事異動などにより変更となった業務分担、指揮
命令系統、連絡系統等を定めた。

▼　基礎的、専門的な知識の向上のため以下の職員
研修を実施、また、外部団体主催研修に職員を派遣し
た。

・４-５月　新採用職員研修
・４-５月　コンプライアンス研修
・６月　パソコン研修
・６月　普通救命講習
・８-９月　管理職マネジメント研修
・１０月　コンプライアンス研修
・１２月　管理職マネジメント研修
・１-２月　情報セキュリティポリシー研修
・２月　公式HP担当者研修

　人材教育を図るた
め研修を充実させ、
財団内部での事務・
実務等の研修や、
外部関係団体から
講師を招いた研修
を開催し、コンプラ
イアンスや応急措
置等、運営に必要
な知識やスキルの
習得に努めることが
できた。

▼　施設の安全運営に努め、専門技術・資格・経験を
持つ人材を確保した。委託の際には、施設の安全と快
適な利用に繋がるよう努め、委託者・受託者側双方に
責任者を置き、監督と履行確認を行った。
再委託を行うにあたっては、指定管理の協定書に基づ
き札幌市の承認を受け実施した。

　高度な技術と知識
を有する人材を確
保することにより、
常日頃の点検・設
備等の実施とととも
に、突発的なトラブ
ルに迅速に対応で
きる体制を整えた。
また、委託業者との
綿密な連絡・報告に
より、施設を適切に
管理することができ
た。

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従
事者の確保・配置、人材育成）

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確
保、受託者への適切監督、履行確認）
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第１回
令和４年
６月28日

第２回
令和４年
10月21日

　外部委員のさまざ
まな立場から有益
な助言を得たこと
や、利用者や地域
住民の声を把握で
きたことにより、管
理運営上の課題の
改善につなげること
ができた。

・令和３年度施設運営状況報告
・４～５月の施設利用状況
・令和４年度主催事業実施予定
・25周年記念について
・第23代専属オルガニストの決定につ
いて
・施設見学会の開催について

・４～９月の施設利用状況
・令和４年度主催事業報告及び実施
予定
・クロークの再開予定について
・オルガンノートの運用について
・2022Kitaraアルザスワインの販売に
ついて
・施設見学会の開催について

・４～12月の施設利用状況
・令和４年度主催事業報告及び実施
予定
・ガイドラインの変更とその対応につ
いて
・転倒事故に関する対応策について
・第23代専属オルガニストの一時帰国
について
・施設見学会の開催について
・Kitaraライトアッププログラム「NORTH
POLE」について

・４～２月の施設利用状況
・令和４年度主催事業報告
・ガイドラインの変更とマスク着用につ
いて
・転倒防止工事の実施について
・施設見学会の開催について

＜協議会メンバー＞

・地　域：曙地区連合町内会会長
・利用者：キタラボランティア代表、オルガニスト、
　　　　　　ピアニスト、音楽事務所代表
・行　政：札幌市市民文化局文化部長
・指定管理者：札幌コンサートホール支配人
　　　　　　　　（コンサートホール事業部長）

協議・報告内容

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等
の開催）

開催回

第４回
令和５年
３月28日

第３回
令和５年
１月18日
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　来館者から寄せら
れた要望・意見は
データとして蓄積す
るとともに管理・運
営の参考として業
務改善に役立てる
ことができた。

▼　資金管理については、指定管理業務、自主事業ご
との区分経理を実施しており、公認会計士による外部
会計監査を導入している。

▼　現金や預金通帳及び印鑑、金券類は、分任出納
員による厳格な管理を行い、内部監査などで定期的な
確認作業を行っている。

▼　現預金の入出金については、複数の職員による確
認を実施し、不適切な処理が行われないよう厳しく
チェックを行った。

　財務・収支状況を
明確に把握しなが
ら、適正な資金管理
を行うことができ
た。現金については
複数の職員による
管理を行い、事故
の防止を図ることが
できた。

　お客様からの要
望・苦情やその対
応はグループウェア
ソフトや文書で速や
かにホール全職員
に周知し、委託業者
へは会議などを通じ
て情報共有を行い、
サービスの向上に
努めた。

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリ
ングの実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、自己
評価の実施）

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

▼　要望・苦情については速やかに報告書を作成、
ホール内で対応策を検討し、職員への周知を徹底し
た。また、札幌市の所管課に相談する必要のある要望
や苦情があった場合は速やかに所管課に相談すると
ともに指示に従った。
　公演に関する要望・苦情については、例年に引き続
きレセプショニストとホール職員、主催者が連携を取
り、状況に即し臨機応変に対処した。また、ＣＳ（顧客満
足）会議やレセプショニストとの月１度の会議を通じて、
お客様から直接聞いたご意見や要望等の情報収集・
把握に努め、サービス向上や施設設備面での改善を
行った。
　公式ホームページにはお問い合わせフォームを設
け、要望や苦情等が寄せられた場合は、事実関係を迅
速に確認し、電子メール等を通じて速やかな回答を
行った。これら要望・苦情については、施設運営協議会
や札幌市へ報告を行った。

▼　要望・苦情等の対応は運営協議会で報告のうえ、
委員からの意見・助言を得て改善を要するものについ
ては対応できる体制を整えた。また、札幌市へ定期的
に報告を行うとともに、分析結果は館内に掲示した。

▼　指定管理業務に関する下記の記録・帳簿等につい
ては適切に整備保管した。
・事業日誌等
・管理業務に関する諸規定
・文書管理簿
・各年度の事業計画及び事業報告書
・収支予算・決算に関する帳簿
・金銭出納に関する帳簿
・物品の受払いに関する帳簿
・各種業務に関する記録書類及び札幌市が必要と認
める書類

▽　要望・苦情対応
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

労働関係法令は
遵守されており、
また、労働協定に
基づいた業務の
見直しにも務めて
いる。
業務の性質上、時
期による業務量の
差があるものの、
財団全体として雇
用環境の維持向
上を図るため、
様々な取り組みを
進めており、本市
の要求水準を満
たす適切な管理
運営が行われて
いる。

▼　適正な内容で36協定を締結したほか、雇用環境の
維持向上のため、関係法令に基づき財団諸規則等の
見直しを行い、労働基準監督署に届け出た。

▼　給与の額や支給方法等の雇用条件については、
プロパー職員、契約職員、パート職員の各々について
就業規則を定めているほか、プロパー職員については
別途給与規程を定め明示している。これらを変更する
場合には職員の過半数を代表する者の意見を聴取
し、行政官庁への届出を行っている。また、賃金台帳な
ど法定帳簿等も整備している。

▼　就業規則を含む例規集は、財団LANにより、常に
各職員が閲覧可能な状態としている。

▼　定期的に開催する役職者会議で職員の超過勤務
時間を確認するとともに、適正な時間外勤務の執行に
取り組み、職員の健康管理の増進及び仕事と家庭の
調和の実現（ワークライフバランスの推進）に努めた。

▼　毎月の給与計算や社会保険・労働保険関係の各
種手続き等は、財団の総務課が社会保険労務士事務
所に委託しており、労働関係法令改正への対応につい
ても、社会保険労務士と相談して行っている。

▼　また、衛生管理者、産業医とともに労働災害の防
止、職場環境の向上に努めている。

▼　産業医の選任のほか、顧問弁護士も導入してお
り、これらの専門家による、心身の健康面、雇用、仕事
以外の事柄も含めた個別相談に応じる体制を採ってい
る。また、各種ハラスメント対応のための専門相談窓口
を設けている。

▼　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、在宅
勤務や時差出勤、義務免除や特別休暇を設けている。

▼　労働災害や通勤災害の発生はなかった。

　36協定の内容を
遵守するよう、長時
間労働の状況把握
及び業務分配等に
取り組んでいる。
　雇用環境について
は、業務の効率化
や人員体制の補強
を行うなど、環境を
整えるよう配慮して
いる。
　また、札幌市ワー
ク・ライフ・バランス
plus企業（ステップ
３）として認証を受
けているほか、６年
計画で策定した次
世代育成支援対策
推進法に基づく一
般事業主行動計
画、及び３年計画で
策定した女性活躍
推進法に基づく一
般事業主行動計画
を現在遂行中であ
る。
　さらに、新型コロ
ナウイルス感染症
拡大防止のため、
在宅勤務や時差出
勤等を引き続き導
入した。
　労働災害や通勤
災害などの発生も
なかった。

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上(事故の有無
などの安全衛生面を含む)

（２）労働関係
法令遵守、雇
用環境維持
向上
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

関係法令を遵守
し、点検について
も適切に実施して
いる。新型コロナ
ウイルス感染症対
策についても、適
切な対応を行って
いる。また、令和4
年度は転倒者が
増加したが、札幌
市と連携して速や
かに転倒防止対
策を行い、事故抑
止に努めている。
加えて、ホール職
員と委託業者の
ほか利用者参加
型の防災訓練な
どにも継続して取
り組んでいる。以
上より、本市の要
求水準を満たす
適切な管理運営
が行われている。

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修
繕、備品管理、駐車場管理、緑地管理等）

▼　日常における施設の維持管理については、来館者
の安全を最優先に心がけ業務を行った。

▼　施設損害賠償保険は、全国公立文化施設協会で
運営する公共施設用に設計されたものに加入し、万一
の事故に対応可能な体制をとっている。

▼　新型コロナウイルス感染症対策として、手指消毒
剤をホール内各所に配置したほか、施設共用部や
ホール内、貸出備品等の定期的な消毒を行う等、業種
別ガイドラインに則った感染予防対策を行った。

▼　令和４年度は、ホール内において転倒される方
が、これまでより増加している状況にあったことから、
転倒発生が多い客席エリアを優先し、札幌市による段
差の視認性を高める対策工事を行ったほか、レセプ
ショニスト（案内人）による声かけや注意喚起の掲示を
するなど、ホールとしても転倒防止に継続して取り組ん
でいる。

　来館者の安全を
最優先とした施設
の維持管理のほ
か、必要な感染予
防対策の実施や継
続した転倒対策に
より、ホール利用の
安全性・利便性向
上を図ることができ
た。

▼　清掃や警備等の建物管理業務、電気設備や昇降
機等の建物保守にかかわる設備管理業務のほか、照
明・音響・レセプショニストなど専門性を要するホール
業務について、第三者委託により実施した。

　施設が持つ機能
を最大限に発揮し、
利用者の安全性を
確保するため、計画
的に保守点検を行
い、不良・危険個所
の補修を迅速に行
うことにより、利用
者に対する安全か
つ快適な環境を提
供することが出来
た。

▼　コンサートホール消防計画に基づき、９月と１月に
ホール職員、常駐委託業者等を対象とする法定防災
訓練を実施した。９月は小ホール公演中にホール内で
出火したことを想定し、ホール職員と常駐業者(23名)に
よる総合訓練を行い、1月は札幌市消防音楽隊と協力
し、一般市民から参加を募り、大ホール公演中の火災
を想定した演奏会付き防災訓練を行った（応募389名、
参加者数261名）。
　火災報知器、消火設備点検については９月と１月に
実施。防火対象物点検報告特例認定を申請し、令和5
年2月9日から3年間の認定を受けた。

　実際の公演中に
火災が発生する想
定のもとで訓練を
行ったことにより、
火災をはじめ、危機
に対する意識及び
対応能力の向上に
つながった。

▽　防災

（3）施設・設
備等の維持
管理業務

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上
への配慮、連絡体制確保、保険加入）

7



（別紙１）
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著名なアーティス
トや地元の演奏家
など様々な分野で
活躍する出演者を
選考、招へいし、
上質な演奏を市
民に提供している
ことは、来場者か
らも好評を博して
いるほか、音楽家
の育成にも寄与し
ている。
また、親子が一緒
に参加できるコン
サートを継続的に
開催している点は
子どもの感性の涵
養につながるとと
もに、保護者への
音楽鑑賞機会提
供の観点からも評
価できる。
専属オルガニスト
の帰国というイレ
ギュラーな事態も
あったが、パイプ
オルガン公演を中
止せずに開催して
いる。
多彩なプログラム
を展開し、幅広い
年代へ音楽鑑賞
の機会を提供して
おり、本市の要求
水準を上回る管

　令和２～３年度の
改修工事や新型コ
ロナウイルスにより
数多くの公演中止
を余儀なくされた
が、久しぶりに海外
からのオーケストラ
やソリストを招聘す
ることができ、生の
音楽を待ちわびた
多くの市民に世界
一流の優れた演奏
の鑑賞機会を提供
することができた。

　多彩なジャンルの
一流ソリストを招聘
し、世界水準の演
奏を市民に紹介す
ることができ、来場
者からは高い評価
を得ることができ
た。

▼Kitaraワールドソリストシリーズ
・日本を代表するオペラ歌手 森麻季、世界的に人気の
高いハープ奏者のグザヴィエ・ドゥ・メストレによるデュ
オ・リサイタルと、キタラでは25年ぶりとなるサー・アンド
ラーシュ・シフのピアノリサイタルを実施し、両公演とも
満席のお客様にご鑑賞いただいた。
・国内外で活躍するヴァイオリニスト 庄司紗矢香とピア
ニスト ジャンルカ・カシオーリの二人による息のあった
デュオ・リサイタルを実施した。
・リスト音楽院セミナー講師で、長年音楽活動を共にす
るハンガリーの名手、ミクローシュ・ペレーニ（チェロ）と
イシュトヴァーン・ラントシュ（ピアノ）によるデュオ・リサ
イタルを実施した。

▼Kitara 室内楽シリーズ
 ・ベルギーの実力派カルテットであるダネル弦楽四重
奏団を独自招聘し、アジア初演の作品も披露するなど
意欲的なプログラムで2日連続の演奏会を実施した。
 ・リスト音楽院及びブダペスト・スプリング・フェスティバ
ルから推薦を受けたハンガリーの優れた若手アーティ
ストを紹介するプロジェクトの３回目として、チェロ奏者
のゲルゲイ・デヴィッチを独自招聘し、満席のお客様に
ご鑑賞いただいた。

　ダネル弦楽四重
奏団公演は、ホー
ルのネットワークを
生かした独自の企
画で、創造的で上
質な室内楽の鑑賞
機会を市民に提供
することができた。
また、当ホールから
の紹介でアクロス福
岡やびわ湖ホール
でも公演を行うこと
ができ、他館との
ネットワークを活用
し、Kitaraから全国
へ発信する事業に
取り組むことができ
た。

（4）事業の計
画・実施業務

▽　音楽鑑賞事業

▼　Kitaraワールドオーケストラシリーズ
世界トップレベルのオーケストラを招聘し３公演を実施
した。
・ロンドン交響楽団の音楽監督として最後の来札となっ
たサー・サイモン・ラトルの指揮で同楽団による公演を
実施し、満席のお客様にご鑑賞いただいた。
・トップレベルの演奏を誇る「ファビオ・ビオンディ＆エウ
ローパ・ガランテ」を招聘し、古楽の新たな魅力を強く市
民に印象づけた。
・ベルリンを拠点に活躍する世界的な指揮者、山田和
樹による横浜シンフォニエッタ公演を実施した。
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▼オルガン事業
　国内最大級の規模を誇るパイプオルガンと、専属オ
ルガニスト制度を活用するとともに、国内で活躍するオ
ルガニストも紹介し、土日、祝日の午後に低料金で市
民が気軽に楽しめるコンサート６公演実施した。
・開館25周年を記念し、Kitara初の試みとして、オルガ
ン演奏と人形劇のコラボレーションを企画し、満席のお
客様にご鑑賞いただいた。
・国内の第一線で活躍するオルガニストの演奏をワン
コイン(500円)で気軽に楽しむことのできる「オルガン
ウィンターコンサート」や、新旧専属オルガニストのデ
ビュー及びフェアウェル オルガンリサイタル、市内高校
合唱部との共演による「クリスマスオルガンコンサート」
を実施した。

　海外から毎年オル
ガニストを招聘する
専属オルガニスト制
度により、ヨーロッ
パで学んだ演奏家
の演奏を市民に届
けることができた。
第23代専属オルガ
ニストのヤニス・
デュボワが健康上
の理由により12月
に帰国したが、国内
で活躍するオルガ
ニストを速やかに手
配し、パイプオルガ
ン公演を中止するこ
となく提供すること
ができた。開館25周
年記念事業では、ク
ラシック音楽等に触
れる機会が少ない
市民にも親しみや
すい創意工夫を凝
らした事業を実施
し、幅広い層の観客
にご来場いただくこ
とができた。

▼札響オーケストラシリーズ
　道内唯一のプロオーケストラである札幌交響楽団と
連携したコンサートとして、「きがるにオーケストラ」、
「Kitaraのクリスマス」、「Kitaraのニューイヤー」の３公
演を実施した。「きがるにオーケストラ」は、チケットが
完売し、「Kitaraのニューイヤー」はS席、A席が完売と
なった。

　札幌出身の指揮
者、テレビでも大活
躍の若手指揮者を
起用し、YouTubeな
どでも人気のピアニ
ストや気鋭の若手
箏奏者などのソリス
トを迎え、札響公演
の新しい魅力を届
けることができた。
札幌オリジナルのプ
ログラムを企画し、
オーケストラの魅力
を存分に伝えること
ができた。

▽　音楽普及事業
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　新型コロナウイル
スの影響で舞台へ
の出演機会が減少
している地元の学
生に、学びの成果
を披露する場を提
供することができ、
演奏家のさらなるレ
ベルアップに努める
とともに、次世代の
演奏家育成の一助
となった。

▼地元音楽家の活動支援・地元音楽団体との連携事
業
・市民から公演企画を公募する「Kitaraアーティスト・サ
ポートプログラム」では、７団体の応募があり、「下川
朗コントラバスリサイタル」と「青木晃一(ヴィオラ)×石
田敏明(ピアノ)のデュオ・リサイタル」の２企画を採択
し、地元音楽家たちが創意工夫を凝らしたコンサートを
開催した。
・札幌音楽家協議会とのプロジェクト「札幌の奏響Ⅲ」
では、シリーズの最終回として室内オーケストラの演奏
を中心に実施した。

　地元音楽家の活
動を支援すること
で、地域の音楽文
化の活性化と演奏
家自身のレベル
アップに寄与すると
ともに、オリジナリ
ティ溢れる公演を市
民に提供することが
できた。

▼地元音楽大学等との連携事業
　北海道教育大学及び札幌大谷大学と連携し、各校か
ら推薦を受けた卒業生・在校生による「若い芽の音楽
会」を実施した。
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　ファミリー層を中
心に多くの方が来
館し、完売となる公
演も多く、普段クラ
シックを鑑賞する機
会の少ない市民に
も、キタラを身近に
感じていただくこと
ができた。

▼Kitaraアフタヌーンコンサートシリーズ
　「そよ風のバロック～ヴァイオリン＆チェンバロの音色
にのせて～」、「びわ湖ホール声楽アンサンブル～美し
い日本の歌」、「野平 一郎レクチャーコンサート」、「東
京六人組」の４公演を実施した。「そよ風のバロック」、
「野平一郎レクチャーコンサート」は完売となった。

　４公演それぞれ、
ホールの音響特性
を生かした独自の
企画で、古楽、声
楽、鍵盤、木管アン
サンブルなど、様々
なジャンルの演奏を
お楽しみいただい
た。また、出演者の
お話を交えることに
より、楽器や作品の
魅力をより深く紹介
することができた。
館内レストランの割
引特典や市内校長
会等に協力を得た
子どもたちへのチラ
シ配布の効果もあ
り、幅広い客層に足
を運んでもらうこと
ができた。

▼ホール開放事業 Kitaraあ・ら・かると
　札幌コンサートホール全館を使用し、ゴールデン
ウィークの3日間にわたり、子どもから大人まで家族で
楽しむことができるイベント「Kitaraあ・ら・かると」を３年
ぶりに開催した。３歳、５歳から入場できるコンサート
や、市内中学校の吹奏楽部によるコンサートのほか、
見学会、オカリナづくり体験などを実施し、ホールや音
楽に気軽に親しんでもらうことができた。
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▼社会包摂事業
・札幌市まちづくり戦略ビジョン・アクションプラン2019
令和４年度障がい者向け文化芸術体験事業
「子どものための音楽ワークショップ」
・Kitara初の試みとして、特別支援学校及び支援学級
に通う児童を対象とした音楽ワークショップを実施し、
参加した児童、親、教員全員が笑顔で楽しんだ。
・０歳からのコンサート音楽の絵本
Kitaraに訪れる機会の少ないファミリー層が楽しめる０
歳から入場可能なコンサートを開催した。チケットは公
演１ヶ月前に完売し、当日は親子連れで大変賑わっ
た。

　「子どものための
音楽ワークショップ」
では、障がいの違
いや程度に合わせ
た内容とし、障がい
の有無に関わらず、
参加できる場を提
供でき、普段文化施
設に足を運ぶことの
難しい子どもたちに
音楽体験の場を創
出することができ
た。
　０歳からのコン
サート「音楽の絵
本」では様々な動物
に扮した奏者が演
奏を披露し、子ども
たちを魅了した。幼
児期の情操教育の
ひとつとして音楽の
人気は高く、普及振
興事業のひとつとし
て引き続き力をいれ
ていきたい。
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　Kitaraファースト・
コンサートでは、曲
目や進行内容を見
直し、子どもたちに
じっくりと曲を聴か
せる内容としたほ
か、新たに楽器の
音色を聴き比べる
コーナーを取り入れ
るなど、Kitaraで聴く
生の演奏をより一
層楽しむことができ
るよう工夫した。
　オルガンワーク
ショップでは、多くの
親子連れが鑑賞
し、観客が手拍子で
参加するプログラム
もあり、子どもから
大人まで楽しめるオ
ルガン公演を実施
することができた。

▼アウトリーチ事業
・札幌市との連携により、「学校DEカルチャー」企画とし
て、移動可能なポジティフオルガンとともに八軒北小学
校と西野小学校に出向き、オルガンの魅力を伝えるプ
ログラムを実施した。第22代専属オルガニストと、札幌
を中心に活動するオルガニストに出演いただいた。

　Kitara大ホールで
のオルガンの演奏
動画と小学校へ持
ち込んだオルガン
の生演奏による合
奏は、児童・教師に
も好評であり、音楽
の面白さを十分に
伝えることができた
ほか、子どもたちが
リコーダーでオルガ
ンと共演するプログ
ラムを設け、児童が
「生」の音楽を楽し
む機会を創出する
こともでき、　Kitara
のシンボルであるオ
ルガンの魅力を児
童へ伝えることがで
きた。

▽　教育・人材育成事業

▼エデュケーションプログラム
・札幌市内及びさっぽろ連携中枢都市圏の小学６年
生、244校、約17,000人を無料招待する「Kitaraファース
ト・コンサート」を、6日間に渡り、11公演を実施した。
・オルガンワークショップは、５歳から入場可能なコン
サート形式として「ひろがる！つたわる！オルガンのひ
びき」を実施した。オルガンのパイプや模型を持ち込ん
で、オルガンの音が鳴る仕組みを分かりやすく解説し、
オルガンの魅力を伝える公演とした。
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▼セミナー事業
　ハンガリーの伝統ある音楽教育機関「リスト音楽院」
と連携し25回目となる「リスト音楽院セミナー」を開催し
た。３年ぶりにハンガリーから講師の方々に来札いた
だくことができ、世界的な音楽家からの指導を直接受
けられるセミナーとして全国各地から40名の参加が
あった。セミナー最終日には、ピアノコース、チェロコー
ス受講生が出演するコンサートを開催した。受講生の
中から、2024年にブダペストで開催されるコンサートに
派遣する最優秀受講生を選出した。

　講師の人数や受
講生の人数などもコ
ロナ前の規模に戻
して、例年通りの対
面レッスンで実施す
ることができた。25
年間、世界的な音
楽機関と協力し、若
手演奏家が世界的
な音楽家の指導を
受けられる機会の
提供により、札幌と
ハンガリーとの文化
芸術交流にも寄与
した。

▽全国ホール等とのネットワーク事業

・アクロス福岡及びびわ湖ホールと連携して、「ダネル
弦楽四重奏団」公演を実施した。
・コンサートホール企画連絡会議加盟館のアクロス福
岡及び所沢ミューズと連携して、「東京六人組」公演を
実施した。
・第22代専属オルガニストのニコラ・プロカッチーニを派
遣し、国際基督教大学、サントリーホール、水戸芸術
館、ザ・シンフォニーホールでパイプオルガンコンサー
トを実施した。

　全国の類似ホー
ルと広く情報交換し
ながら、共同で事業
を企画制作すること
で、制作費を節減す
るとともに多様な音
楽家の招聘や音楽
家の交流の場を設
けることができた。
また、低廉な入場料
金を設定することに
より、多くの市民に
来館いただくことが
できた。
専属オルガニストを
派遣することで、札
幌コンサートホール
のプロモーションや
全国各地のホール
との交流を促進す
ることができ、Kitara
のオルガン事業を
紹介するとともに、
道外でのオルガン
音楽の普及に貢献
することができた。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

総入場者数は要
求水準を下回って
いるが、稼働率は
わずかに要求水
準には至らなかっ
たものの、大ホー
ル・小ホールとも
にコロナ前までと
同等にまで回復し
ている。リハーサ
ル室については、
WEB予約申請の
環境を整えた効果
もあり、稼働率は
大きく改善してい
る。以上より、本
市の要求水準を
満たす適切な管
理運営が行われ
ている。135,470 380,000 256,767

稼働率(％) 71.0 70.0 82.7

▽　利用促進の取組

大リハー
サル室

総入場者数（人）

▼　感染症対策
　全国公立文化施設協会が発出する感染拡大予防ガ
イドラインの変更に合わせ、感染対策を講じた。ガイド
ラインが緩和された際は、その内容に合わせ、適宜ク
ロークサービスやチケットもぎりサービスなどを再開し、
一般来場者へのサービス向上に努めた。また、これら
の変更はただちに公演主催者に情報提供し、説明を
行った。

▼　リハーサル室のWEB申請フォームの運用
　令和３年度に開始したリハーサル室のWEB申請
フォームについて、リハーサル室単独の申請総数のう
ち、90％以上がWEB申請フォームからの申請となっ
た。また、WEB申請のうち、約66％がクレジットカード決
済を利用しており、コロナ禍前の平成28～30年度と比
較して小リハーサル室A、Bの利用件数、利用率は大
幅に増加した。

　感染症対策につ
いて、ガイドライン
の変更に合わせて
随時対応するととも
に、対応の変更内
容については、主催
者に適宜情報提供
を行うことで、安心
してホールを利用で
きるよう努めること
ができた。その結
果、大・小ホールの
利用率はそれぞれ
81.4％、73.2％にの
ぼり、コロナ前と同
等にまで回復するこ
とができた（平成30
年度は83.9％、
71.9％）。
　リハーサル室につ
いては、利用者の
利便性向上のため
に導入したWEB申
請フォームとクレ
ジット決済が好調で
あり、小リハーサル
室A,、Bの利用率を
大きく改善させるこ
とができ、開館以来
最高となった。

件数(件) 204 314

稼働率(％)

件数(件)

人数(人）

77.3 73.261.3

小リハー
サル室B

件数(件) 216 260 368

264

117,773

Ｒ４年度実績

71.2

小リハー
サル室A

245

87.0

▽　不承認０件、　取消し29件、　減免０件、　還付22件

176

60.3 60.0 77.2

稼働率(％)

小ホール

146 248

17,697 57,000 40,324

件数(件) 168 258 281

稼働率(％) 63.8 70.0

81.4

289

（5）施設利用
に関する業
務

R３年度実績 Ｒ４年度計画

人数(人）

▽　利用件数等

件数(件)

大ホール

78.7稼働率(％)

323,000

186

216,443
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アプリを使った
サービスを含む、
多様な情報発信
に努めている。テ
レビCMや地下鉄
車内への広告掲
出のほか、若年層
への訴求力が高
いインターネットや
ソーシャルメディ
アなどの媒体の積
極的な活用に取り
組んだことは高く
評価できる。以上
のとおり、本市の
要求水準を上回
る管理運営が行
われている。

　公式ホームページ
をはじめ、Twiiterや
Instagram、
YouTube等で職員
が制作した主催公
演PR動画を配信
し、ダイレクトに公
演の魅力を伝える
ことができた。
　また、ちらしだけで
は紹介しきれない
公演の聴きどころに
ついて、特集記事と
してKitaraNEWSや
HPに掲載するほ
か、チケットセンター
では人目を引く店頭
ポップで情報を発信
し、より多くの市民
の興味関心を惹くこ
とができた。
　令和５年度もマス
メディアや公共交通
機関広告といった
幅広い市民を対象
とした広報に加え、
ターゲットとなる層
にピンポイントで届
ける広報、またイン
ターネットやSNS広
告を活用し、若い世
代に向けてホール
をPRしていきたい。

▼　公式ホームページを活用した広報展開
　公式ホームページでは、チケット発売情報や施設の
案内、開催する公演情報を掲載したほか、主催事業の
出演者インタビュー動画や特集記事を掲載するなど、
コンサートの魅力や聴きどころを分かりやすく紹介し
た。
  また、Twitter・Instagramによるリアルタイムな情報発
信を行い、音楽ファンの開拓を図った。
平成30年度から引き続き「JIS X 8341-3:2016 高齢者・
障害者等配慮設計指針-情報通信における機器、ソフ
トウェア及びサービス-第３部：ウェブコンテンツ」に対
応することを目標とし、ウェブアクセシビリティの確保と
向上に取り組んだ。 なお、ウェブアクセシビリティ取組
確認を実施し、適合レベルAA (一部は適合レベル
AAA) 準拠を達成していることを令和5年3月21日に公
開した。
【HPアクセス数】694,651件　（参考）R３：548,416件
【ページ総閲覧数】2,711,586件　（参考）R３：2,031,361
件
【直帰率】　43.89％ （参考）R３：46.79％

▼　公演内容や対象層に合わせた広報展開
　ファミリー向け公演やクリスマス、ニューイヤーなどの
イベントシーズンに開催される華やかな公演について
は、広く一般に周知できるようテレビCMや地下鉄車内
ステッカー広告掲出等による広報を行った。また、世界
的演奏者による公演については、市内のクラシックファ
ンをターゲットとしてYouTube広告を配信するなど、公
演内容や対象層に合わせた広報を行った。

▼　様々な媒体を活用した公演の魅力紹介
　出演者のインタビューや公演メイキングといったPR動
画の制作・配信を行い、視覚的・聴覚的に公演をＰＲし
た。
  また、ホールの広報誌であるKitaraNEWS特別号（年
３回発行）において、主催公演の聴きどころを紹介する
特集記事を掲載した。
  その他にも、ＦＭラジオ番組において月１回オリジナ
ルコーナーを設け、主催公演の魅力やクラシックの豆
知識などを紹介し、クラシックファンづくりを図った。
  KitaraClub会員向けには過去の購買傾向に合わせた
特別ＤＭの発送、Kitaraアプリ会員向けには主催公演
の内容を深掘りしたニュース配信をするなど、公演の
魅力をより分かりやすく伝える広報に努めた。

（6）付随業務 ▽　広報業務
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▼開館25周年記念
　令和４年度はホール開館25周年を迎え、この記念イ
ヤーを効果的に告知するため、オリジナルロゴを制作
し、中島公園内での記念フラッグの掲揚、エントランス
ホール内での装飾を行った。また、公式ホームページ
に、25周年特設ページを制作し、年間の公演情報や、
ホールにゆかりのある音楽家等からのメッセージ、
Kitaraギャラリーにおける「Kitara25周年記念展」の内
容などを掲載した。

▼防災訓練・施設見学会・ゆきあかりin中島公園
　ホールに親しんでいただくことを目的に、市民を来場
者として参加いただく防災訓練や、施設見学会、ホー
ルオリジナルのライトアッププログラムを製作・実施し
た。

　開館25周年を効
果的・魅力的に周
知することで、来館
者や公園散策者に
対して施設のPRを
行うことができた。
また、防災訓練や
見学会などを通じ
て、安心した施設利
用を促進し、また施
設をより身近に感じ
てもらう取組を行う
ことができた。

　KitaraClub入会状
況は、新型コロナウ
イルスの影響による
会員の減少傾向が
落ち着いたことに加
え、ホール25周年
の目玉公演を目的
とした新規入会者も
多かったが、継続会
員の高齢化が進み
退会者も多く、昨年
度に比べ会員数は
若干減少したもの
の、アプリ会員につ
いては順調に会員
数が増加している。
　令和5年度は主催
事業の広報と会員
特典の内容を併せ
てPRし、引続き入
会促進を図るほか、
アクティブ会員を維
持するため、引き続
きタイムリーかつ
ニーズのある情報
配信に努める。

▼　演奏会チケットの販路拡大
　札響会員、PMF会員、札幌市労連共済センター、札
幌商工会議所の会員に対しチケットの割引販売を行
い、販路の拡大に努めた。

▼　Kitaraオリジナルグッズの制作・販売
　ホール及び主催公演のPRを目的として、オリジナル
グッズを制作し、店頭販売及びオンラインショップで販
売した。

（１）KitaraClub（有料）
　主催公演のチケット先行販売やチケット料金の割引、
毎月のDM発送などの特典を提供した。新規入会にお
ける入会金・年会費の支払方法については「払込票払
い」、「窓口払い」、「コンビニエンスストア払い」を提供し
た。更新会員の年会費支払方法については、新たに
WEB上の会員マイページからのオンラインクレジット
カード決済を導入し、利便性の向上を図った。
　（R4：新規入会　全期：158 件／後期：108件）
　（R3参考：新規入会　全期：79件／後期：198件）

（２）Kitaraアプリ会員（無料）
  ニュース配信機能によるリアルタイムな情報提供に
加え、チケット購入によるポイント付与や各種クーポン
等を提供し、気軽にKitaraやクラシックを楽しんでいた
だけるきっかけとなるサービスを提供した。
　（R4：新規入会 2,353件）
　（R3参考：新規入会　3,250件）
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レストランや売店
など、来館者及び
ホール利用者の
利便性向上に資
する各種事業が
実施されている。
また、市内企業の
活用や障がい者
の雇用など、本市
が推進する施策
に配慮した運営を
継続して実施して
いることも評価で
きる。
以上より、本市の
要求水準を満た
す適切な管理運
営が行われてい
る。

▼　施設見学の実施
　８件　238人
　市民にコンサートホールへの関心や親しみを持って
いただき、ホールの利用促進をはかるため、大小ホー
ルなどを紹介する施設見学を実施した。

▼　施設見学会の実施
　３回　178人
　コンサートホールのPR及びKitaraファン拡大のため施
設見学会を実施した。

▼　チケットセンターでは、窓口販売、電話予約、公式
ホームページからのインターネット予約による方法でチ
ケット販売を行った。電話予約では窓口およびセブンイ
レブンでの引取や郵送対応を行い、インターネット予約
ではオンラインクレジットカード決済、セブンイレブンで
の引取サービスを提供した。また、窓口販売において
は令和4年11月から電子マネーおよびQRコード決済を
導入し、決済方法の拡充による利便性の向上を図っ
た。その他、チケット予約システムの不具合を常に検
証・改良し、サービスの維持に努めた

▼　開催日
令和５年１月18日（水）

▼　意見交換等の項目
・今年度の予算執行見込みと次年度予算について
・光熱水費について
・今年度の事業実施状況について
・次年度の事業展開について
・今後の政策推進連絡会について

　札幌市と連絡調
整することにより相
互の理解が深まっ
た。

２　自主事業その他

▽　「政策推進連絡会」の開催

　グッズ事業、自販
機事業ともに、前年
度に比べ売上が増
加した。
　レストランについ
ては、コロナ禍の
中、飲食店のガイド
ラインに沿って感染
症対策を実施し、来
場者が安心して利
用できるよう務め
た。

▽　自主事業

▼　売店事業
　売上高　6,140千円

▼　自販機事業
　売上高　1,447千円

▼　レストラン事業
　コンサートホールの主催事業と連携した特別メニューや割引サー
ビスを提供し、ホールレストランとしての独自性をアピールし、集客
増に努めた。
　また、レストランの活性化について定期的に意見交換を行ってい
る。
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施設の総合的な
満足度、ホールス
タッフの接遇に対
する満足度ともに
高水準にある。ま
た、来館者からの
アンケート結果を
施設運営に活かし
ているほか、寄せ
られた意見や要
望に対して、施設
内で迅速に共有を
図った上で、対応
していることは評
価できる。以上よ
り、本市の要求水
準を満たす適切な
管理運営が行わ
れている。

　改修工事に伴う休
館や新型コロナウイ
ルス感染拡大に伴
う開催中止が続い
た令和３年度に比
べ、回答数は全体
で７割程度増加し
た。
　お客様からのアン
ケート結果は随時
集計・データベース
化し、職員間で共有
することでその後の
対応に活かすよう
努めている。
　各種アンケート
は、運営協議会で
報告し、各委員から
意見を聞くとともに、
館内に掲示すること
で広く公開できた。

▼　委託業務64件を市内の企業に発注した。

▼　障がい者を雇用し、福祉施策に取り組んでいる。

▼　障がい者福祉支援施設よりオリジナルグッズを仕入、販売し
た。

　大部分の再委託
業務について市内
企業を活用すること
ができた。

　施設に関するアンケート用紙をエントランスホールに
設置、一般の来館者（演奏会入場者以外も含む）を対
象として、来館目的や回数、ホールで聴いてみたい音
楽ジャンル、施設への要望などについて調査した。
回答数53件
　また、大・小ホールやリハーサル室などの貸館利用
者・主催者には、アンケート用紙を手渡しすることとし、
顧客満足度や意見・要望を把握することに努めた。
回答数47件
　なお、主催公演についても入場者にアンケートを実施
し、公演内容の評価などを把握し、今後の主催公演の
企画に生かしている。
回答数3,593件

・施設の設備、スタッフの対応、主催事業などに対して
前年度に引き続き高い評価をであった。

▼一般来館者
　エントランスホールに設置しているアンケートに回答
した方の総合的な満足度82.9%（「とても満足」、「満
足」、「普通」の合計）、ホールスタッフの接遇に対する
満足度は86.7％（「とても満足」、「満足」、「普通」の合
計）であった。

▼貸館利用者
　大・小ホールやリハーサル室などを利用した貸館利
用者・主催者からのアンケートでは、総合的な満足度
は99.9％（「とても満足」、「満足」、「普通」の合計）、
ホールスタッフの接遇に対する満足度は85.0％（「とて
も満足」、「満足」、「普通」の合計）であった。

▼　主催公演入場者
　主催公演入場者の施設に対する総合的な満足度は
96.7％（「とても満足」、「満足」、「普通」の合計）、ホー
ルスタッフの接遇に対する満足度は94.2％（「とても満
足」、「満足」、「普通」の合計）であった。

▼　全体では、施設の総合的な満足度は96.5％（「とて
も満足」、「満足」、「普通」の合計）、ホールスタッフの
接遇に対する満足度は93.9％（「とても満足」、「満足」、
「普通」の合計）の高評価であった。

３　利用者の満足度

▽　利用者アンケートの結果

実施方
法

結果概
要

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等
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新型コロナウイル
ス感染症の影響
を受けながらも、
多彩な公演の実
施等により、入場
料収益の確保に
努めていることは
評価できる。支出
の増については
光熱費単価の値
上がりによる影響
が大きく、やむを
得ない事情といえ
るが、引き続き経
費削減のための
取り組みを進める
よう努められた
い。

▼　指定管理業務収入における利用料金収入については、コロナ
禍の影響を見込んでいたものの、利用率は平年並に回復し、計画
対比で12,443千円増加した。

▼　指定管理業務収入におけるその他収入については、令和4年
度文化芸術振興費補助金により助成金が18,474千円増加、世界
的音楽家による演奏会の好調によって、入場料収益は計画より
1,865千円上回ったことなどの要因により、計画対比で19,869千円
増加した。

▼　自主事業収入については、入場者数がまだコロナ前には回復
していないことにより商品売上金収益が減少し、計画対比843千円
減少した。

▼　指定管理業務支出については、電気・ガス単価の高騰に伴
い、計画対比31,096千円増加した。

▼　自主事業支出については、商品売上金収益の減少に伴い、商
品購入が減少したこと等により、計画対比2,011千円減少した。

　貸館利用の主催者から「最高の音響と設備のもと、
充分に音楽を楽しむことが出来るので、今後とも使わ
せていただきたいと思います。」とのお声をいただい
た。各種設備の保守を定期的に行いホールの性能の
維持向上に努めたい。

利用者
からの
意見・要
望とそ
の対応

その他 110,271 130,140 19,869

純利益 ▲ 23,746 18,794 42,540

▽　説明

　コロナ禍の影響を
受けたものの、施設
利用については、適
切な感染防止策、リ
ハーサル室WEB申
請の活用など、安
全性や利便性の向
上に努めることで、
利用料金収入を計
画以上に確保する
ことができた。
　主催事業において
は公益性・創造性
の高い事業企画に
より、助成金を継続
的に確保したほか、
広報にも力を入れ
たことで、入場料収
益・受講料収益など
を増加させることが
できた。
　支出においては電
気・ガスの高騰を受
け、エネルギー使用
量の節減、その他
支出の計画的執行
に努めたものの、光
熱費が大幅に増加
した。
　光熱費の増加分
について、指定管理
費の改定がなされ
たため、指定管理
業務収入が増加
し、収支の良化につ
ながった。

▼　指定管理費について、今期は令和４年１月～令和４年10月の
施設キャンセル、令和４年４月～令和５年３月までの光熱費高騰分
の補填を受けたことにより、増収となった。

自主事業収入 37,506 36,664 ▲ 842

指定管理業務支出 920,295 951,391 31,096

支出 958,430 987,515 29,085

自主事業支出 38,135 36,124 ▲ 2,011

収入-支出 ▲ 23,746 18,794 42,540

0

利益還元 0

法人税等

４　収支状況

630,941 671,096 40,155

利用料金 155,966 168,409 12,443

指定管理費

71,625

指定管理業務収入 897,178 969,645 72,467

収入 934,684 1,006,309

▽　収支

項目 Ｒ４年度計画 R４年度決算 差（決算-計画）

（千円）
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▽　安定経営能力の維持 適 不適

適 不適▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン
条例及び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

　当財団の財務状況等は、債務超過、累積欠損の状態になく、自
己資本比率が50％以上のため、経営の健全性が保たれており、安
定経営能力が維持されている。

▼　各条例の規定に則り、全て適切に対処した。
▼　情報公開請求はなかった。
▼　オンブズマンについては、案件は生じなかった。
▼　暴力団関係については、案件は生じなかった。
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Ⅲ　総合評価

　管理運営事業については、業種別ガイドラインに準じ
た感染対策を講じ、安心して利用いただけるよう努め
た。その結果、大小ホールの利用率はそれぞれ前年度
よりも増加となり、特に小ホールについてはコロナ拡大
前の平成30年度、令和元年度を超える利用率となった。
また、各リハーサル室については令和３年度に導入した
オンライン利用申請及びクレジットカード決済が好評で、
特に小リハーサル室A・Bについては、開館以来最高と
なった。
　アンケート結果は、施設の総合的な満足度、ホールス
タッフの接遇に対する満足度はそれぞれ96.5％、94.0％
（「とても満足」、「満足」、「普通」の合計）と、高い評価を
得ることができた。
　令和４年度はホール開館25周年を迎えたことから、25
周年記念オリジナルロゴを製作し、中島公園内やホール
エントランス、公式ホームページへの掲出などを通じて
広く施設のPRに貢献することができた。
　主催事業に関する業務については、音楽鑑賞事業とし
て、新型コロナウイルス感染症対策を講じながら、海外
からもアーティストを招聘したラインナップとし、世界一流
のオーケストラ、ソリスト、室内楽等、魅力的な公演を市
民に紹介し、文化芸術の普及に取り組むことができた。
　音楽普及事業では、開館25周年記念のバースデイ公
演として、Kitaraでは初の試みである人形劇とオルガン
演奏とのコラボレーション企画を実施し、初めて来館した
方やファミリー層が多く、新たな観客の開拓にも繋がり、
音楽専用ホールであるKitaraでの新しい可能性を見出し
た企画となった。
　また、新たに障がいのある子どもたちにも音楽体験の
場を提供することができ、Kitaraの事業を通して音楽の
楽しみ方を知っていただくことができた。
　教育・人材育成事業では、子どもたちの感性を伸ばし、
引き出す事業として「０歳からのコンサート」や３歳、５歳
から入場可能なコンサート、小学６年生を対象とした
「Kitaraファースト・コンサート」など、未来を担う子どもた
ちが成長に応じて継続的に文化芸術に触れる機会の創
出を図った。
   ホール開館25周年となった令和４年度は、多くの公演
が満席となるなど、主催事業の来場者数のアップに繋げ
ることができた。社会情勢の変化や音楽シーンの動向を
見据え魅力的な企画を提供することができたことに加
え、SNSの発信頻度を上げることや地下鉄車内ツインス
テッカー広報、Kitara職員によるラジオ番組での公演PR
など市民に親しみやすい形での広報に力を入れた結果
と考えている。

　管理運営事業については、引き続き安全性の確保に
努めるとともに、関係各社と協力・連携することで、利用
者が利用しやすい施設であることを目指す。また、ホー
ル独自の接遇研修や、クラシック音楽に関する研修など
を通じて、利用者サービスの強化に努める。
　主催事業では、指定管理計画に沿い、これまでの豊富
な実績、経験、ネットワークを最大限活用し、世界で活躍
するトップクラスの演奏家による質の高い公演はもちろ
ん、市民のニーズや時代の音楽シーンを捉えた新しい音
楽に触れる機会を提供することに、積極的に取り組んで
いきたい。
　また、より多くの市民に豊かな心を育む音楽との出会
いを提供し、新たなクラシックファン層の拡大を目指して
いきたい。そのための取り組みの一つとして、財団他施
設との連携を充実させ、令和５年度事業では、教育文化
会館事業部と連携した事業を実施する予定である。クラ
シックと古典芸能両方を楽しめる公演を行い、それぞれ
の施設のファンを取り込み、新しい客層を開拓していく。
　さらに、次世代を担う人々の育成支援として、未来を担
う子どもたちに継続してKitaraに足を運んでもらえるよう、
段階を経て音楽体験が広がっていく仕組みを定着させて
いくほか、若手アーティストや地元音楽家に、発表の場
や活動の機会を提供していきたい。
　また、「芸術文化との出会いを全ての人へ提供」という
当財団の重点取組項目の実現に向け、障がいの有無な
どにもかかわらず、誰もが気軽に音楽と出会い、楽しめ
ることができる開かれたホールであるよう努めていき、こ
れからも、子どもから高齢者まで幅広い聴衆にむけた公
演を積極的に企画し、市民に期待される施設であり続
け、市民にとってクラシック音楽がより身近な存在となっ
ていくよう取り組んでいきたい。

【指定管理者の自己評価】

総合評価 来年度以降の重点取組事項
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　全般的に本市の要求水準を満たしており、適切な管理
運営がなされている。
　総入場者数、施設稼働率は新型コロナウイルス感染
症の影響を受けた前年度と比較し大きく回復したが、要
求水準を下回っている。引き続き多彩な公演やその魅
力を発信する広報によって、さらなる改善に向け取り組
んでいくことが求められる。
　各主催事業では、質の高い多様な公演を実施し、市民
へ音楽鑑賞の機会を提供したほか、地元音楽家への活
動支援やオンラインを活用したセミナーの実施など、音
楽文化の普及・人材育成にも力を入れていることは高く
評価できる。
　このほか、利用者意見を基にした業務改善や施設の
適切な管理によるエネルギー使用量の減少など、細か
な取り組みを日々継続していることも評価できる。

　経営状況においては、KitaraClub会員の減少に見られ
るように、長期的には入場者数が減少傾向にある。改め
て、市民ニーズを検証するとともに、より魅力的な創意工
夫ある事業の展開に努めていただきたい。また、クラシッ
ク音楽等に触れる機会が少ない市民にも親しみやすい
事業の実施等により、若年層や新規鑑賞者の獲得に努
めていただきたい。

【所管局の評価】

総合評価 改善指導・指示事項
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